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「刑 法演習」の方 は,昨 年度 に引 き続 き

利用 した。基本的 には昨年度の利用形態 を

踏 襲 した が,今 年 は 事 前 課 題 の提 出 も

Moodleへ の一太郎 ファイルの投稿 によっ

て処理す るこ とに した(本 誌35号54頁 も

参照)。 これ に よ り,毎 週 課題 の収 受や教

員用 の コ ピー作 成 に よ り車道 教 学課 のお

手 を煩 わす こ とが なくな り,喜 んでいただ

けたので はなか ろ うか。

今年 は事後 レポー トの提 出(毎 回4名)

が私 の設 定 した期限 の6～12時 間前 に出

揃 うこ とが多かったのが特徴的で,中 には

演習授業の終了後2時 間ほ どで提 出の通知

メールがMoodleよ り送 られて くるこ とも

あった。 しか し,事 前課題(私 がその週の

は じめに 「事前課題 」フォル ダにア ップ ロ

ー ドしておい た事例 問題2題 へ の解 答概

略)と ほ とん ど変 わってい なか った こ とも

あ り,授 業で の質疑や議論 をほ とん ど意 に

介 さず,「 手抜 き」 を してい る受講者 もい

るこ とが よくわか った(事 前課題での誤 り

をそ のま ま引 きず った事 後 レポ ー トに な

っ てい る)。 これ には,事 前課題 もワープ

ロ ソフ トで作 成 させ る よ うに した こ とが

影響 してい るので はな いか と反省 してい

るが,さ りとて昨年度の よ うな教学課への

提 出 とい う方 法 に戻 す の も今 さ ら気 が引

ける。手抜 き レポー トは平常点評価で考慮

するように し,シ ラバスでその旨明記 して

おくくらいが無難な対策であろうか。

今年度の特記事項 として,さ らに,公 共

の危険の発生が必要な一部の放火罪(刑 法

109条2項,110条)に つき,公 共の危険

発生の認識 ・認容が必要か否か とい う論点

に関し,何 らかのロジックを駆使 して必要

説を採ろ うとする受講者の多数派に対 し,

共同担当者である奥岡直子教授(派 遣検察

官)が 実務家の立場で,そ こまで要求 して

は放火罪の証明が事実上できなくなって し

ま うとの危惧から,授 業時も不要説を力説

されたのだが,そ の補足的根拠づけをフォ

ーラムへの投稿により展開された。限 られ

た授業時間内で,し かも教員は矢継 ぎ早の

質問に対処するのが精一杯 とい う状況で,

貴重な補足説明の場 として,図 らずも奥岡

検事がMoodleを 活用 されたわけである。

また,今 年度は学内非常勤で法学部の講

義科 目 「刑法各論1」 を担当させていただ

いたが,こ ちらでも補助教材(最 高裁等の

判例を集 めたファイルや,授 業時に言い足

りなかった項 目の補足説明等)や 期末試験

の出題スタイル ・注意事項,さ らには試験

後の問題解説 を受講者(登 録180名 余)の

閲覧に供 し,毎 回の授業の進行状況や次回

の予定を トップページで知 らせ るため,

Moodleを 利用した。
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